第9回XCIJ総会議事録

日時：平成22年6月20日（日）18:00-18:35

場所：京都市・京大会館Room210

出席者：約50名 

議事進行：矢尾板（広大）

書記：渡部（徳島大）

報告事項
１．Xenopus laevisゲノムプロジェクト推進委員会報告（ワークショップの最後に行われたものであるが、総会での報告を兼ねた）

平良（東大）より、Xenopus laevisを使ったgenome project（XLGP）の報告があった。昨年6月に設立されたXLGP推進委員会および、各作業担当班のメンバーの紹介を行い、XLPG提案書作成での留意点についての説明があった。またXLGPの全体像および現在の進行状況の説明がなされた。


２．NBRPの現況と課金制度の説明
矢尾板（広大）より、Xenopus tropicalisを用いたNBRPの紹介が行われた。また平成22年7月より実施される課金制度について、広島大学の例の紹介があった。また東京大学の例について、高橋（東大）より同様に紹介があった。課金制度についての詳細は、文書で総会出席者へ配布された。


３．その他
特になし。


審議事項
１．今後のNBRPの体制
現在NBRP（Xenopus tropicalis）は、広島大学（矢尾板グループ）が中心となって、広島大学と東京大学（浅島グループ）で系統が維持・管理・提供されている。浅島グループの産総研への移動に伴い、東京大学の拠点をどうするかということに関して審議がなされた。XCIJとしては、NBRPの拠点を日本で2ヶ所に持つことのメリット、および浅島グループが産総研で拠点を続けることに意欲的であるということから、浅島グループが産総研でも引き続き拠点となることを確認した。


質疑応答

越智（奈良先端大）から、Transgenic lineやMutant lineの維持･管理についてNBRPにお願いできるのかという質問が出された。それに対し矢尾板から、もともとNBRPはtropicalis用であるが、laevisについてもスペースさえ確保できれば広島大学で行いたいという回答があった。
